
資料６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委員会における検討方針 ～ケーススタデｲ地区の設定～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＋



■検討箇所の選定について 
 

 

 

 

 検討の視点 対象海岸、河川名（自治体名） 検討対象 

① 景観、環境 

中島海岸（気仙沼市） 汀線が地殻変動により後退

 

 

② 利用

戸倉海岸（南三陸町） 漁港との一体的整備 

潮干狩り等レク利用 

 

③ 景観、利用

州崎海岸（東松島市） 海水浴等のレク利用 

「特別名勝松島」としての景

観形成 

④ 環境

井土浦（仙台市） 潟湖（干潟湿地） 

 

 

⑤ 景観、環境

閖上：名取川河口（名取市） 河口部護岸 

ハマボウフウ保護区 

 

 

⑥ 環境

赤井江（岩沼市） 潟湖（干潟湿地） 

 

 

⑦ 景観

荒浜：阿武隈川河口（亘理町） 河口部護岸 

 

 

【参考】 

 「河川・海岸構造物の復旧における景観配慮の手引き」（平成 23 年 11 月：国土交通省 水管理・国土

保全局）ケーススタディ地区における景観配慮例（宮城県内） 

ケーススタディ地区 対象海岸（自治体名） 

Ｃ地区 長浜海岸（石巻市）

Ｄ地区 岩沼海岸（岩沼市）

Ｅ地区 中浜海岸（山元町）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

検討箇所位置図 
検討対象となる箇所は、景観・環境・利用の３つの視点から海岸の地形、背後地の

土地利用、自然環境、レクリエーション利用、河口部の護岸形状検討の必要性等から

判断して代表的な７つの地区を設定した。 
①景観、環境： 

中島海岸（気仙沼市）

②利用： 

戸倉海岸（南三陸町）

③景観、利用： 

州崎海岸（東松島市）

⑤景観、環境： 

閖上：名取川河口（名取市）

⑦景観： 

荒浜：阿武隈川河口（亘理町）

④環境： 

井土浦（仙台市）

⑥環境： 

赤井江（岩沼市） 

Ｃ地区 

長浜海岸（石巻市） 

Ｄ地区 

岩沼海岸（岩沼市）

Ｅ地区 

中浜海岸（山元町）

赤文字：本検討委員会検討箇所 

青文字：本省検討委員会ケーススタディ箇所 1
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地区①－景観、環境：中島海岸（気仙沼市）

《被災状況》 

被災前（2008.11.24） 

【検討対象】 

・海岸堤防 

・砂浜 

・海岸林 

被災後（2011.3.12） 

③

地殻変動による汀線の後退 

海岸林の消失 

③(H23.5.25) 

：海岸堤防位置 

①

②

仮締切工仮締切工

②現 状

仮堤法線

①被災前

被災前海岸法線

被災前海岸法線と仮堤法線 



 

地区①－景観、環境：中島海岸（気仙沼市）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地形断面図（Ａ－Ａ’） 

 

 

 

 

《地区の概要》 

Ａ Ａ’

地区特性 景観特性 

・リアス式海岸特有の個性的で美しい海岸景観を有しており、地区の中央部を二級河

川津谷川が流下している。 

・津谷川沿いの低地部と丘陵部が農地や宅地に利用されている。 

・海岸に沿って海岸林が発達し地域の景観を形作っている。 

地形基盤と地域の成り立ち 

・寺社及び小中学校は周囲の小高い場所に立地している。 

・津谷川河口右岸の岬（山）は、海岸を俯瞰
ふかん

的に眺望する視点場となる。 

・砂浜部は海水浴場として利用され「日本の白砂青松百選」に選ばれている。 

・サーフスポットとしても著名である。 

Ａ’ 

河川軸は開放的な

景観を形成 

Ａ 

津谷川河口に発達し

た砂
さ

嘴
し

 

市街地 

農地 

河川沿いの低地は農

地として土地利用 

津谷川低地部の市

街地は壊滅的な被

災 

農地 
集落 農地 

海岸林 

リアス式海岸特有の

美しい海岸線 

津谷川河口右岸には

岬があり景観形成上

の視点場・視対象と

なる。 

Ａ’ 
津谷川に沿って連

なる丘陵地 

海岸林を防風林として機能

させ、農地として土地利用し

ている。 

海岸に沿って海岸林が発達

している。 

丘陵地             農地(水田等     海岸林    砂浜 

凡例 

 

 

 

 

 

 

 

神社・仏閣 

鉄道駅舎 

主要道路 

地形による景観特性 

被災による景観変化 

施設の景観特性 

海岸堤防位置 ※土地利用は被災前の状況を示す 
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地区①－景観、環境：中島海岸（気仙沼市）

 
 
《地区の概要》 

植生図 

昭和56年度 作成 

凡例（抜粋） 

・大正時代の地図では、津谷川沿いに田園地が広がり、街道沿いには既に小泉村の集落が形造られており、津谷川河口付近は湿

地帯が広がっていたことが読みとれる。 

・丘陵地はアカマツ植林地が優占して分布している。また、津谷川河口付近はヨシクラスの低層湿原が広がっている。 

環境特性 

被災後（平成23年） 

地形分類図 

被災前の海岸線

被災後の海岸線

被災前（平成20年） 

平成8年度 発行 

凡例（抜粋） 

地図（大正2年） 被災前後の海岸線の変化 
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地区①－景観、環境：中島海岸（気仙沼市）

  
 
《景観・環境配慮のポイントとまちづくり計画》 

 
 

景観・環境配慮のポイント まちづくり計画  
 

河川 

 

 

 
農地 

 

 

宅地 

河川堤防との整合性 

汀線後退に伴う魚類等の生態系

や利用形態に配慮した堤防位置 

消失した海岸林の景観に

配慮 

海岸利用に配慮した堤防形

式の検討 

海岸利用が想定されるため、利用性

や景観に配慮（海水浴・マリンスポ

ーツ等） 

 

鉄道駅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：気仙沼市震災復興計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現段階での標準断面図  
 
 
 天端=3.2m T.P.=14.7m 
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地区②－利用：戸倉海岸（南三陸町）

《被災状況》 

被災前 

被災後 

②（H23.5.25） 

【検討対象】 

・海岸堤防 

・砂浜 

② 

①被災前 ①被災後

①現 状

① 

：海岸堤防位置 



 

地区②－利用：戸倉海岸（南三陸町）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地形断面図（Ａ－Ａ’） 

 

 

 

 市街地 

《地区の概要》 

Ａ Ａ’

地区特性 景観特性 

・リアス式海岸特有の個性的で美しい海岸景観を有しており、折立川河口に位置する

海岸である。 

・海岸の後背地は山が迫っており、少ない平地は農地や宅地に利用されている。 

湾の周囲には岬があり景

観形成上の視点場・視対

象となる。 

湾の周囲には岬があり景

観形成上の視点場・視対

象となる。 

湾内一帯に広がる養殖場

・潮干狩り場として利用されており、潮干狩り場は地区の景観を代表するものである。

・寺社は周囲の小高い場所に立地している。 

・湾を囲む岬（山）は、海岸を俯瞰
ふかん

的に眺望する視点場となる。 

・湾内一帯は養殖場として利用されている。 

地形基盤と地域の成り立ち 

Ａ’ 

Ａ 

戸倉一帯は、津波

により壊滅的な被

災 

※土地利用は被災前の状況を示す 

集落 

海岸後背地の狭い平

地の後ろはすぐに山

がせまっている。 

海岸に沿った、海岸堤防に沿って

道路が走っている。狭い平地部は

農地として利用されている。 

湾内はわかめ養殖

場として利用 

Ａ 

折立潮干狩り場

農地 

湾の周囲には岬があり景

観形成上の視点場・視対

象となる。 

凡例 

 

 

 

 

 

 

 

神社・仏閣 

鉄道駅舎 

主要道路 

地形による景観特性 

被災による景観変化 

施設の景観特性 

海岸堤防位置 

河川沿いの低地は農

地として土地利用 

農地 

山地                  農地(水田等)         海岸
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地区②－利用：戸倉海岸（南三陸町）

 
 
《地区の概要》 

 

植生図 

昭和56年度 作成 

凡例（抜粋） 

・大正時代の地図では折立川河口部には、既に集落が形造られており、折立川河口付近は広範囲に砂浜が広がっていたことが読

みとれる。 

・丘陵地はアカマツ植林、スギ・ヒノキ植林地が優占して分布している。 

環境特性 

被災後（平成23年）

地形分類図 

平成2年度 発行 

凡例（抜粋） 

地図（大正2年） 被災前後の海岸線の変化 

被災前の海岸線

被災後の海岸線

被災前
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地区②－利用：戸倉海岸（南三陸町）

 
  
《景観・環境配慮のポイントとまちづくり計画》 

景観・環境配慮のポイント 

 
 

まちづくり計画 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

河川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：南三陸町震災復興計画（素案） 

漁港エリアと一体となった景観形成 

背後道路整備との一体化 

漁港海岸との堤防タイプの整合 

海岸利用が想定されるため、利用

性に配慮（潮干狩り） 

 
産業 

鉄道駅 

 
現段階での標準断面図 

 
 

天端=3.0m T.P.=8.7m 

T.P.=8.7m 天端=3.0m  
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地区③－景観、利用：州崎（東松島市）

《被災状況》 

【検討対象】 

・海岸堤防 

・海岸林 

被災前（2010.4） 

被災後（2011.4） 

③ 

④

④

③

①被災前

：海岸堤防位置 

②被災後

①

②

②現 状



 

地区③－景観、利用：州崎（東松島市）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地形断面図（Ａ－Ａ’） 

 

 

 

 

市街地 

《地区の概要》 

Ａ Ａ’

地区特性 景観特性 

地形基盤と地域の成り立ち 

・石巻から連続する砂浜海岸である。白砂青松の海岸景観を有し、海水浴やレクリエ

ーション利用も盛んな地域である。 

・全体的に平坦な地形であるが、東名運河北側に丘陵地が連なっている。 

・砂浜海岸と海岸に沿って道路が整備され、後背地にある海岸林の連なりが白砂青松

の景観を形作っている。 

・寺社は東名運河近くまたは北側の丘陵地に立地している。 

・南側の潟湖付近には「松島野外活動センター」が整備され自然豊かな景観が保全さ

れている。 

Ａ’ 

Ａ 

野蒜
の び る

海水浴場 

海岸に沿って連なる

海岸林 

海岸後背地に形

成された潟湖 

市街地は東名運河

北側に広がる 

宅地 

宅地 

Ａ’ 

宅地 

宅地 

海岸林 農地 

東名運河南側は、農地が

広がる中に宅地が点在し

ている。 

農地 

市街地 

東名運河南側は、津波

により壊滅的な被災 

丘陵地 東名運河北

側の市街地

東名運河 農地の間に点在す

る宅地 

砂浜海岸と道

路、海岸林 

丘陵地        市街地    運河        農地・宅地      海岸林  砂浜

凡例 

 

 

 

 

 

 

 

 

役所・出張所 

神社・仏閣 

鉄道駅舎 

主要道路 

地形による景観特性 

被災による景観変化 

施設の景観特性 

海岸堤防位置 ※土地利用は被災前の状況を示す 
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地区③－景観、利用：州崎（東松島市）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

平成12年度 作成 

《地区の概要》 

植生図 凡例（抜粋） 

・大正時代の地図では東名運河南側はほとんどが農地か樹林であったが鳴瀬川河口及び松原など一部に集落がみられる。また、

海岸の砂浜は不老山が内陸部となっており、大正時代と比べると著しく発達している。 

・特別名勝松島、松島県立自然公園、鳥獣保護区に指定されており、背後に北上運河や海浜植生、大規模な海岸林、希少な種で

あるアオモンイトトンボ等が生息する。 

・海岸林はクロマツ植林である。また、潟湖周辺及び後背湿地にはヨシ原が広がっている。 

環境特性 

被災後（平成23年）

地形分類図 

平成2年度 発行 

凡例（抜粋） 

地図（大正元年） 被災前後の海岸線の変化 

被災前の海岸線

被災後の海岸線

被災前（平成22年） 
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地区③－景観、利用：州崎（東松島市）

 
 
《景観・環境配慮のポイントとまちづくり計画》 

景観・環境配慮のポイント まちづくり計画  
 

河川 
宅地 

 

重要エリア「特別名勝松島」

としての景観形成 

農地 
 
 

背後利用と調和した景観形成 

 

消失した海岸林の景観に

配慮 

日常的な海岸利用が想定される

ため、利用性や景観に配慮（海水

浴・マリンスポーツ等） 

 

 

背後道路整備との一体化 

鉄道駅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 出典：復興まちづくり構想図案

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 現段階での標準断面図 
 

天端=4.0m T.P.=7.2m 
 
 
 
 
 
 出典：東松島市復興まちづくり計画骨子
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